
1 

 

令和２年 5月 13日 市長定例記者会見 会見録 

 

【司会】 

それでは、ただ今から市長定例記者会見を開催いたします。本日の話題は１件です。 

市長、よろしくお願いいたします。 

 

【市長】 

はい、分かりました。よろしくお願いいたします。 

本題に入る前に今週の月曜日、特別定額給付金、オンライン申請が始まりましたが、とりわけ葵区

のマイナンバーの手続き窓口が大変混雑をしてしまい、昨日は全国ニュースになってしまいました。 

職員も一生懸命、対応しているとは思いますけれども、市民の皆さんを何時間も、長時間お待たせ

してしまっていること、申し訳なく思っております。これについては待ち時間などの説明をさせてい

ただく職員を置き、あるいは少し雑誌を置いたりして、さまざまな工夫をしているところでありますけ

れども、場合によっては郵送の申請をお勧めするなどの対応もしております。それでも今週から始

まりましたので、多くの市民の皆様が、また窓口にいらっしゃるかと思います。そこで対応を所管課

と協議をし、土曜日、日曜日の開庁をすることにいたしました。混雑の解消のため今週１６日の土曜

日と、来週末の２３日、土曜日、２４日、日曜日の３日間は、午前８時半から午後５時１５分まで、マイ

ナンバーの窓口を開設いたします。取り扱う業務は電子証明書の更新と、パスワードの再設定であ

ります。 

今度の日曜日、１７日も私たちは開けたいんでありますけども、これはそもそもベースになる国のサ

ーバーがメンテナンスで使えないということを、先ほど総務省に猪鼻局次長から確認をいたしました。 

総務大臣が土曜、日曜日の開庁を要請するということなんで、日曜日にサーバーメンテナンスで閉

じちゃうっていうのはいかがと思いますけども、そういうことを先ほど確認が取れましたので、日曜日

は今のところはできませんが、私どもとすると、とにかく少しでも市民の皆さんの利便性を高めてい

きたい。今こそ市民のために働く、仕事をするということを指示したところであります。なお詳しくは

所管課へ確認をしていただきたいと思います。 

それでは今日の本題は、令和２年度の５月の第２回、臨時会の補正予算案の概要案の説明であり

ますが、これは既に記者レクが財政局によって行われておりますので、詳しい内容についてはそれ

ぞれ記者の皆さんとやりとりがあろうかと思います。ポイントだけ、私として、市長として重点を置い

た、私の思いの一端を今日はお伝えできればなというふうに思います。 

新型コロナウイルスの感染症に対する第３弾の緊急対策となっていくわけであります。予算の規模

は、一般会計が約 45億 6,300万円の増額、特別会計が約 5,000万円の増額、企業会計が約 100

万円の減額、総額では約 46 億 1,200 万円の増額となっております。さて、もう皆さん方のさまざま

な報道、各紙、私も目を通していて、皆様方のそれぞれの新聞の主張、すごく参考になることが多

いんですね。丹念に、静岡版、ローカル面はもとより１面から社会面まで見させていただいて、本当

に啓発されること、気が付かせていただくこと、多いと私自身感じているわけでありますけども、本当
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に人類が今、世界的な危機の中で立ち向かっていかなければいけない課題であるわけです。 

昨日もトヨタの社長や静銀の頭取が、リーマンショック以上の経済的なデメリットインパクトがあるとお

っしゃっていますし、また、わが国の総理大臣が国難と表現していますし、また国連の要人も第二

次大戦以来の世界的な危機だということをおっしゃっています。 

そして、市民の声なき声に耳を傾けてみると、皆様方の報道を通じて、あるいは直接、私自身、  

耳を傾けてみると、とにかく感染をしたくない、子どもに伝染させたくない、あるいは自分の生活が

苦しい、そして何とかここを乗り切っていきたいという切実な、さまざまな苦しみとともに、今、ウイル

スに立ち向かっていかないといけないというような声であふれております。ワクチンが開発されるま

ではこのコロナに立ち向かっていかないと、これが１年後になるのか、２年後になるのか分かりませ

んけれども、それまでは私たちはこのコロナに立ち向かっていかなきゃいけないし、いわば共存し

てかなければいけないと思います。 

その中で、私たち自治体の役割は市民の二つのライフを守ることというふうに私は考えます。これ

は職員と議論をして、議論をして、ああ、こういうことだよな、二つのライフを守る。一つは命、生命と

してのライフを守ることであり、もう一つは生活、日常の生活を守るという意味でのライフという意味

であります。この二つのライフを守っていくために、静岡市役所は努力をしたい、そんな思いを込め

て今回三つの柱を立てたわけでありますが、中小企業等への支援、感染症拡大防止対策、そして

市民生活への支援という柱が補正予算の思いであります。 

そして、これはパネルが出るのかな、配付の資料にも書いておりますけれども、私たちは第１弾、第

２弾、そして今回の第３弾と、コロナ対策の補正予算を打ってきました。まず第１弾では、とにかく一

次対応しよう、新型コロナ何でも相談ダイヤルをしていこうという市民の皆さんの不安を解消するた

めの予算を出し、そして第２弾は国と連動した経営の支援、および感染拡大防止のための予算とし

て、休業要請に応じた店舗に対して協力金を支給するということを決めたわけであります。 

そして、今回第３弾、結局、両立しがたい二つのテーマ、感染拡大防止と社会経済活動の再開、 

ここのところを慎重に見極めつつ、しかし、大胆に、今、苦しい市民の生活というところに寄り添いな

がら、静岡市としてできるかぎりの経済対策をしていくというのが今回の補正予算の眼目であります。 

それを守るというか、市民の生活を応援するという意味で“エール”という言葉に象徴をいたしました。

次のエール静岡事業者応援金というふうに名付けたわけであります。例えばこのキャプションにあ

るように、商売をやっている方は売り上げがとても苦しい状況だけれども、持続化給付金は対象に

ならずにもらえないという方に対して何とかできないか、あるいは休業要請は飲食店や感染拡大防

止ということが目的でしたので、三密の状態を作りやすい最前線の飲食店に休業要請をしたわけ

ですけれども、その対象になっていない所にも経済的には苦しいんだよと。 

感染拡大防止対策ではなくって、経済対策として市から支援の手を差し伸べてほしいということも

たくさん要望が来ましたし、また制度融資も、われわれは利子補給で随分県と協調しながら制度を

作っているわけでありますけども、やはり総じて、少額でもいいから現金給付を欲しいという声は圧

倒的に多いのであります。そういう声に耳を傾けつつ、今回、財政局の理解を得ながら、このエー

ル静岡事業者応援金の政策決定をいたしました。自分の感染が心配、自分の仕事、会社、生活が
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大変という国難の中、苦しい今を乗り切るため皆が支え合って助け合って、互いにエールを送り合

って、ともにウイルスに立ち向かおうという市民の皆さんの気持ちを応援するためのものであります。 

また、静岡県内では、今月１日に静岡市内で判明した感染者を最後に、今日まで新規の感染者は

おかげさまで発生しておりません。こうした状況の中から、国においても緊急事態宣言の区域から

静岡県を外すような動きになっているのは、ご承知のとおりであります。ですから、この感染拡大防

止ということに十全な注意を引き続き払いながらも、社会経済活動を開いていくということに本格的

に取り組んでいく、このＶ字回復を図るための経済対策を今後、適宜打っていく必要があろうかと

思います。 

実は休業要請で協力金を支給するということをアナウンスしてから、その枠の外にある各種の組合、

団体等々、40近くの団体からさまざまな要望、私たちの所にもぜひ支援してほしいというような要望

を、私や副市長、局長が受け取っております。いろんな要望項目があるのですが、先ほども申し上

げたとおり、総じて言えば現金給付の、市の独自の枠組みを作ってほしいと。国の制度もあるけれ

ども、これから定額給付金あるいは持続化給付金があるけれども、静岡市として身近なところで現

金給付の枠組みを作ってほしいということであります。その一つの回答がこのエール静岡であるわ

けでありますけども、対象となるのは、農林水産業を営む一次産業事業者などを含む中小規模の

事業者や個人事業主などの幅広い事業者の皆さんで、令和２年４月または５月の売り上げが前の

年と比べた 30 パーセント以上減少しており、行政による協力金を受給しなかった事業者の皆さん

に、１事業者あたり 10万円を支給していきます。 

なお、この応援金は国の持続化給付金の要件である売り上げ 50％減よりも緩和をさせて、裾野を

広げています。対象を広げています。今月２５日から申請を受け付け、早ければ６月上旬から給付

を開始できるように、今、担当職員、経済局中心に頑張っております。 

もう一つの取り組みが、エール静岡観光事業支援金と名付けました。私たちは３次総の中でＭＩＣＥ

の推進だとか、交流人口の拡大とか、観光産業について官民連携でさまざまな手を打って経済の

活性化をしてきました。 

しかし、これで大打撃を受けております。宿泊業、旅行業、貸し切り観光バス、土産物店など観光

関連事業者の皆さんは、感染症の影響により１月から観光客がめっきり減り、長期間にわたって 

大きなダメージを受けております。観光関連事業の真の回復には日本国内全体、さらには世界全

体で感染が収束するということが前提となります。ステイホーム・ウイークでは、「静岡に今は来ない

で」というようなアピールもしたわけでありますね。ただ宿泊業、観光業の方からは、県外から、私た

ち、人に来てもらわなければ商売にならないんだということで、もう少しそれが回復に乗るには時間

がかかるものと思います。そこでそういった観光関連の皆さまに寄り添って、売り上げが 50％以上

減収となった観光関連事業者の皆さんに、最大 50 万円の事業継続に要する費用として助成する

のが、この二つ目のエール静岡観光事業支援金の眼目であります。 

こちらも同じく今月２５日から申請を受け付けし、６月上旬からの支給開始を目指しております。この

ほかＰＣＲ検査費用や入院費用の自己負担額を公費負担するための経費など、感染拡大防止対

策、児童手当を受給する世帯への臨時特別給付金など、市民生活への支援という他の二本の柱
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も立てています。 

この結果、予算額の累計は一般会計が約 4,031 億円、特別会計が約 2,406 億円、企業会計が約

764 億円、総額では約 7,201 億円となります。以上が、今回、臨時会に提出する補正予算案の  

内容であります。 

最後にこちらのスライド、これも配付資料にありますけれども、とにかく先ほど申し上げたとおり、  

今でしょと。今、世界的な危機で市民生活も苦しんでいるということであるならば、今こそ、財調を取

り崩してまでも市民に対して寄り添った施策を打ち出すべきだといって、先ほどの議案を議会に 

上程をするわけでありますけれども、これによって、基金の残高はおよそ１億円を残すのみになっ

てしまいました。できるだけ幅広い方々に支援をしていきたいという思いで静岡市として、行政とし

て、今、財政調整基金を取り崩してまでも使っていくしかないという決断の下で最大限のエールを

送りたい、応援をしたいということでこのような取り崩しになっているということを、ぜひ、ご理解を  

いただきたいと思います。 

東京都は、例えば、我々、もともと 77 億円、去年の 80 億円弱だったのですけれど、そのとき東京

都は約 9,000億円あるわけですね、9,000億円あるわけ、100倍以上、我々よりも貯金が多いという

流れの中で、私たち、協力金のことには浜松市も 50 万円という背伸びしたことを打ったものですか

ら、私たちも協力金 50万と、東京と同じ水準にしました。 

しかし、やはり、この現実の静岡市の財政の中では、今、ここまで、ぎりぎりのところまで頑張ったと

いうところで、今回のエール静岡応援金というものも支給することになったということを、ぜひ、市民

の皆さんにご理解をいただきたいなというふうに思っています。10 万円ぽっちもらっても、役には 

立たないとおっしゃる方も多いかと思います。 

しかし、これ、額の問題ではないんです。額の問題ではなく、とにかくぎりぎりのところまで静岡市の

現金給付の枠組み、そしてなるべく幅広い事業者に対して、例えば飲食店のみといって感染拡大

防止でやったときには、じゃあ理美容はどうなるの？ネイルサロンはどうなるの？そして、飲食店に

食材を供給している農家の方々はどうなるの？と。私たちも苦しいんだと。今回も、もう少し手厚い、

もう少し多い金額を、もう少し外の枠も含めてやろうと。そこまでやっても、じゃあ、そこの枠外になる

そういう事業者は、また私たちにもということになってくるわけですね。だったら広く薄くということに

なるかもしれないけども、売り上げの 30％の減ということが確認できる書類を提出できれば、とにか

く、このエール静岡の応援金を支給していこうという決断になったわけであります。 

また、市でできるかぎりの、このようなライフを守る、生活を守るということを言ってきましたが、これだ

けではありません。やっぱり県と市で連携をしている制度融資も利用して欲しいし、あるいは国の、

先ほど申し上げました持続化給付金も申請してほしいし、あるいは従業員を持っている方には雇用

調整助成金、これも今回補正の中で、少しでも社会保険労務士の皆さんと連携して申請書類が 

スムーズにできるように、国の労働局のほうも職員を増強して、その受付窓口の枠を広げてくれると

いうことですので、それぞれの雇用調整助成金、これも活用して、そういうさまざまな国、県、市の 

支援メニューを組み合わせて、その方、その方に応じた対策を打っていただき、何としても雇用を

維持し、この国難というものを互いに乗り切っていきたいというふうに私は願っております。 
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そして、私たちもここまでやる以上、今後、市の既存事業の見直し、これもしなければなりません。 

国や県と連携し、新型コロナウイルス感染症の影響から社会経済活動の再開にスムーズに持って

いけるよう、次の一手も打ち出していきたいというふうに思います。私からは以上です。 

 

【司会】 

それでは、ただ今の発表項目につきましてご質問がある方は、お願いをいたします。 

先に、すいません、ＮＨＫさん、どうぞ。 

 

【ＮＨＫ】 

ＮＨＫです。最後のおっしゃった部分で、今後ここまで財調を取り崩されて、今後なんですが、もち

ろん第二波、第三波が今後ないともかぎらない。なかったとしても、経済活動再開に向けて観光キ

ャンペーンですとか消費喚起策を打っていかなきゃいけないという中で、何から手を付けられるの

か、あるいは既に中止になったイベントなどで使わなくなったお金などがある程度積算があるのか、

今後の考え方をお聞かせください。 

 

【市長】 

おっしゃるとおりですね。ですので、現行予算で事業が今年計上されているのだけれども、執行で

きないものもあります。それを流用するということも検討しておりますし、とにかくこれから見直しの 

作業をやってかなきゃいけないというのは、先日の局長会議でも私から指示をしたところであります。 

 

【ＮＨＫ】 

現状で執行を止めた、今後も使わないであろう予算って何か積算、その後、財政局のほうでまとめ

たものはあるのでしょうか。 

 

【市長】 

財政局長。 

 

【財政局長】 

はい。財政局長の川崎です。今度、６月補正というのもあるものですから、そういったものも見越し

ながら財源としての、今、洗い出しをしているところですので、まだまとまったものはございません。 

 

【ＮＨＫ】 

分かりました。あと市長、以前も５大構想見直しも考えなくてはいけないということを発言されて、酒

井会頭も、明日、市が壊れるとかそういった問題がなければ１年延期とおっしゃられていて、そうい

ったことを各市議会会派からも要望出てると思いますが、例えば、注目集まりやすい清水庁舎移転

ですとか海洋にしろ、今止めたところですぐに何十億円が出てくるわけではないとは思うんですけ
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れども、やはりそれを計算してまちづくりを考えてらっしゃる方や、何より公募に応じることを検討し

ている事業者にとっては中止なのか、延期なのか、このまま続行なのか非常に気を揉むところであ

ると思いますが、市長、現時点での考え方をお示しください。 

 

【市長】 

おっしゃるとおりですね。昨年の今ごろ選挙で当選させてもらった直後の記者会見では、選挙戦で

訴えた公約のとおり、３期目ですから公共投資を呼び水にして民間投資を促して、そして、まちの

賑わいを作るとか、あるいは雇用の確保をする、経済の好循環をつなげていきたいんだと、その  

３次総の枠組みの中の最も重点施策が５大構想だよ、という説明をしてきました。 

しかし、ここに至っては、それを見直さざるを得ないという判断をしております。ですから、どこから 

どのように見直していくか、これは、これから各局と慎重に検討してきたいと思いますし、また、議会

の皆さんと議論も深めていかなければなりません。 

そういう過程の中で、見直しの作業を進めていきたいというふうに思っています。 

 

【ＮＨＫ】 

具体的な検討はこれからということだとは思いますけれども、そういった見直しをするうえで、今年度、

大きなお金が積まれている事業から優先をするのか、それとも今年度はそれほどのお金じゃないん

だけれども、この先お金がかかってくる海洋文化施設ですとか、清水庁舎移転も見直しの対象にし

ていくのか、そのあたり、どこから手を付けるかの考え方、いかがでしょうか。 

 

【市長】 

おっしゃるとおりで、先ほど申し上げたとおりなんでありますけれども聖域を作らないと。どれも対象

になると。だから、差し迫った事業もありますので、それはそこのところで急がなければいけない  

議論もありますし、とにかく、今後、そのあたりの議論を急ピッチで進めていきたいというふうに思っ

ています。 

 

【ＮＨＫ】 

くどくて申し訳ありません。清水庁舎移転や海洋文化拠点施設も、見直しを検討する対象にはなり

えると。 

 

【市長】 

これはもう、いつも申し上げていることでありますけれども、聖域は作りません。 

どれも見直しの対象だというふうにご理解をいただきたい、というふうに思います。 

 

【ＮＨＫ】 

ありがとうございました。 
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【司会】 

その他、いかがでしょうか。 

 

【市長】 

逆に、私はどの事業を見直すにせよ、もうここに至っては腹をくくるしかないので。ピンチはチャンス

だと思いたいんですね。去年の選挙戦では公約に掲げた以上、とにかく５大構想、この３年の任期

間、去年だったら４年間の、この任期中にとにかく形にするんだということを、公約していたわけで

すね。やはり３次総の周期がこの４年間、あと３年間だから、この３年間で公約を実行するんだ、  

守っていくんだということで私自身決意をしていたわけですけども、この世界的な危機に見舞われ

てしまった。なので、これはもう、いたしかたない、見直さざるをえないというのはいたしかたない。 

これを受け入れつつ、しかし、前向きにピンチはチャンスだと。つまり、ここで、じゃあ、やっぱり冷静

にいろいろ立ち止まって考えてみようと。どの事業に対してもね。 

そして、将来、ああ、これで良かったんだなというふうに市民の皆さんに思ってもらえるような新しい

形を作っていくということも、いわばチャンスと捉えればいいんではないかなというふうに思います。 

例えば、今、教育委員会が学校再開に向けての準備を始めておりますけれども、逆にコロナが  

あったからこそ、オンラインの学習のシステムが充実してきたということもある。だから、コロナが   

あったから、これもできなくなった、あれもできなくなったという後ろ向きな発想ではなくて、コロナが

あったからこそ、こういうことができたじゃないかという一つの試練だと受け止めていきたいというふう

に思っています。 

 

【司会】 

その他、いかがでしょうか。中日新聞さん、どうぞ。 

 

【中日】 

中日新聞です。財調の件で、お伺いしたいと思います。今回、ほぼ今回の補正で使い切るというこ

とで、それは市なりの覚悟の表れかと思うんですが、一方で、財調を使い切るということで市の覚悟

の表れではあると思うんですが、一方で今回、大災害が同時に発生した場合の想定に関しまして、

恐らく現在、５月で、今朝、締め切ったあとで戻る状況もあるかと思うんですけど、そこも含めたうえ

でも災害対応、大災害が起きた場合の対応について財源が足りるのかどうか、不足する場合はどう

いった対応をされるお考えがあるのか、お聞かせください。 

 

【市長】 

今、大災害じゃないですか。今、大災害なんですよ。市民の皆さん苦しいんです。これから生活保

護の申請が増えていくという報道もあった。あるいは、もう生きていくのが辛くなったというような声も

ある。今、大災害なんですよ。そのとき、そういうことをおっしゃっていられるか。私は、今とにかくぎり
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ぎりのところまで取り崩してまでも、こういうメニューを用意しました。 

仮定の話で、台風が起こるかもしれません。それは、そのとき考えなきゃいけない。そこはそこで 

災害に応じて復旧、復興してかなきゃいけない。それは十分、分かっています。そこのところは財政

局とも、いろいろ議論をいたしました。いろいろ、そのときはそのときで、さまざまな策を練っていか

なきゃいけません。 

だけど、今、大災害だと。社会的危機であり、国難であると。私たちは二つのライフを守っていかな

きゃいけないということで、私たちの覚悟を市民の皆さんにお伝えをしたいということで、ここまで取

り崩したということを、ぜひ、報道していただきたいということをお願いいたします。 

 

【中日】 

そうしますと、そのときはそのときということで、今回、補正の中でも避難所のパーテーションですと

か、それなりに大災害が併発した場合について、想定されているかと思うんですが、それ以上の 

ことについては、今後、検討ということになりますでしょうか。 

 

【市長】 

はい。そのときはそのときで、取り回しをしていかなければいけないということは議論もしております。 

財政局長から何か補足があったら、そのあたりのところを。財政局長が一番そのあたりを、さんざん

問題意識、一番、私に対して問題提起されておりましたので、少し補足をしていただければと思い

ます。 

 

【財政局長】 

はい。今のご質問は当然の話だと思いますけれども、先ほど市長が言いましたように財政調整基金、

こういった一度に何かの財源が必要なときのために持っている基金でもありますので、今回、そのと

きだということで使わせていただきました。 

今後対応するためには、当然、直近で起こったときはそれなりの対応をしなければならないですし、

財政調整基金も今後の中で、やはりこの残高を戻す努力も財政当局としては考えていかなければ

ならない、それが一つの事業の見直しというのにつながるかと思います。よろしくお願いします。 

 

【司会】 

その他、いかがでしょうか。日刊工業さん、どうぞ。 

 

【日刊工業新聞】 

日刊工業新聞ですが、すいません、先ほど残り３年間の事業の見直しについて、市長、触れられま

したけれども、そうすると、この３年間の事業の見直しは、最終的な 25年の 70万人維持というところ

につながってくわけなんですけども、それ自体の考え方というか、変更というか、そういうものについ

てはいかがなんですか。 
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【市長】 

それはもう、本当に臨機応変に考えていかなければいけないなというふうに思っております。 

その人口活力というのも、これも記者会見で時々、私、申し上げているんですけども、定住人口の

70万人維持という一本足打法だけではなくて、交流人口の拡大、そして、定住人口の維持、そして、

このごろ国のほうが総合戦略の中で打ち出している関係人口の拡充という、人口活力を生み出す

三つの側面から施策を打ってくというふうにコロナ前に方向転換しておりますので、その合わせ技

の中で人口活力を維持していきたいというのが現時点です。 

ただし、交流人口の拡大といってもかなり厳しいですよね。残念ながら。そこのところは、これからも

施策議論をしていかなければいけない。 

 

【日刊工業新聞】 

じゃあ 70万人というその数の変更はあり得る？ 

 

【市長】 

掲げますよ。これはもう３次総に記載してある以上、掲げます。一つの数値の目標として。 

 

【司会】 

その他、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは続きまして、幹事社質問に移りたいと思い

ます。日刊工業さん、よろしくお願いいたします。 

 

【日刊工業新聞】 

今ちょっと、ある程度出てしまった部分もあるんですけど、一応もう１回、解除を、休業要請を解除し

てから大体１週間ぐらい経っているんですが、感染者は新たに出ていないということもあるわけなん

ですけども、その変化とか、お気付きになった点、そういうものがあれば、現在、市長はどういうふう

にこの１週間を見ておられるのか、それが第１問。 

第２問は、今、先ほど大災害のおりに、当然この補正の中にも少し入っていましたけれども、避難所

の中で、それはかなり慌てた状態で避難するわけですから、三密、その他、いろんな課題が出てく

るということは考えられます。それに対する対策を今後ますます打っていかれると思うんですが、 

それとともに、やはり市民の不安というのはあると思います。いかに市民に対策を徹底させるか、 

その辺の考えについてお願いいたします。この二点、お願いします。 

 

【市長】 

わかりました。まず一つ目ですけども、ここからが正念場であります。これはお礼申し上げたいんで

すけど、本当に静岡市民の皆さんには大型連休、ステイホーム週間、大変なご協力を、市民の皆

さんにも事業者の皆さんにもいただいて、成果が出ました。少し数字を挙げますと、休業を要請し
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た４月 25 日から５月６日までの 12 日間、静岡駅周辺を訪れた方は、昨年に比べて 81％の減少、

駿府城公園や日本平、三保、いわゆる観光地、訪れた市外からのお客さんは 90％以上の減少、 

この数字を成果として挙げることができました。最低７割、極力８割という国の対人接触を減らすとい

う目的は、静岡市においては達成できたというふうに考えております。 

ですから、そこを止めたわけですから、観光業者は四苦八苦しているわけだから、このような対策と

いうことで、これからウイルスと共存していくための感染拡大防止対策と社会経済活動の再開という

両立が問われるということであります。 

これから飲食店も、仕込みの準備ができた所から少しずつ賑わいを取り戻してきているというのは、

この１週間、報告をもらって、記者も実感をしていると思います。ただ一方で、まだまだ怖いよという

方もたくさんいらっしゃるわけだから、新しい生活様式という、国がコンセプトを出しましたので、  

それに則って注意深く、店主の皆さんはレイアウトを考えていただきたいし、お客さんの方もその 

様式に則った行動を心がけていただき、飲食店を利用していただきたいということをお願いをした

いというふうに思います。 

とにかく、これ歴史の教科書に将来載ることになる、そういう、今、歴史的な転換点に、私たち立っ

ている。毎日、毎日ね。そんなふうに思うと、やっぱり“ビフォー・コロナ”と“アフター・コロナ”では、

私たち日本人のライフスタイルが変わってくるというふうに、私はこの質問に対して大きくお答えをし

ておきたいと思います。いわゆる新しい生活様式ということが、当たり前になってくのかなというふう

に思います。働き方改革ということで、今まで何も進まなかったテレワークが、ピンチはチャンスで 

一挙に進むかもしれない、ワーク・ライフ・バランスというものが、もっともっと充実してくるかもしれな

い。これも新しいライフスタイルの中で、アフター・コロナはより豊かな生活ができることを私は願って

おります。 

 

【司会】 

市長、もう１問、質問の方、お答えお願いします。 

 

【市長】 

もう一つの方ですね。やっぱり、ここに例えば地震や大雨などの自然災害、ダブルパンチになると

いったことも想定をして、三密状態を軽減するような対策を打っていかなければなりません。記者の

おっしゃるとおりであります。 

その第１弾として、今回の補正予算の中で計上しているのが、パーテーションを作っていくと、こう

いうことです。3.11の後も、例えば、大勢の方々がボランティアで支援してきて体育館で雑魚寝して

みると、ちょっとこれどうかなというような意見があったと承知をしております。日本は、修学旅行のと

きにもみんなで一緒に寝泊まりして、そして、枕投げをすると。いわゆる雑魚寝文化みたいのが割と

抵抗なく受け入れてきたんですよね。今の若い人は個室っていうのを好むんでしょうけど、我々のと

きには二人部屋、四人部屋という所で下宿生活をしていた学生も多かったわけであります。 

そういう中で、しかし、新しいライフスタイル、コロナ後のライフスタイルで、これはいかんだろうと。 
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ああやって段ボールみたいなもので、今まで、ホームレスじゃあるまいし、区別して避難所生活を 

強いられていたというレベルから、もう少し一人ひとりの立場を尊重した、そういう避難所の運営を 

していかなければいけないという、その次の段階に進歩するための今回一つの試練だなというふう

に思っています。 

今回の補正で挙げたものは密集、密接、いわゆる三密を回避するために、間仕切りとしてのパーテ

ーションを 2,400張り購入するというものであります。さらに、お年寄りや体の不自由な方、災害時に

配慮が必要な方の避難先として、協定を結んでホテル、旅館組合の方々とも協議を進めています。 

市民の皆さんには感染拡大防止のため、そのことについてぜひご理解、ご協力をお願いしたいと

思います。また、今は直接そのことについての説明会を開くというタイミングではありませんが、ハザ

ードマップやさまざまな避難所での感染症の対策など、市のホームページで新しい取り組みに  

ついてはお知らせしていきたいと思っていますので、ぜひ、よろしくお願いいたします。 

二つの質問、以上です。 

 

【司会】 

ありがとうございました。それでは、各社さんからのご質問をお受けしたいと思います。いかがでしょ

うか。そうしたら最後に、待ってください。よろしいですか。それではＳＢＳさん、どうぞ。 

 

【ＳＢＳ】 

ＳＢＳです。今回の補正予算で子育て世代の臨時給付金であるとか、こども園に対する感染防止対

策、もろもろ含まれておりますけれども、いわゆるこの緊急事態宣言が県内でも解除の見込みが 

月内にある中で、今、月末までということで、一応、今のところ学校の再開、予定を６月以降としてい

る中で前倒しのご予定があるかということと、また、その場合にはどういう条件下であれば前倒しとい

うことを考えているのか、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

 

【市長】 

その問題意識はあります。前倒しに向けて検討をするように教育長から指示が出ていて、教育委員

の皆さんとも今日、明日中に協議をするというふうに伺っております。私の元にも２、３日前に市の 

ＰＴＡの代表の方々、市Ｐ連の執行部の方々がいらっしゃいましたので、私、率直に、賛否両論ある

と思うけれどもどうですかと聞いてみたら、皆さん方から総じて言われたことは、サイレント・マジョリ

ティというかな、多数の方々は早く子ども、学校に行かせたいんだと、こういう方が多いと思うという

意見が多かったことを私は印象に残っています。 

ですから、そんな肌感覚、現場の感覚の中で、前倒しするにも準備が必要でありますので、その準

備を入念にしつつ、県とも協議をして、そして、現場に負担が、しわ寄せがこないように前倒しする

ならば、最後、詰めていただきたいというふうに、私からも教育長の方にお願いをしてあります。 

 

 



12 

 

【ＳＢＳ】 

ありがとうございます。 

 

【司会】 

その他、ＮＨＫさん、どうぞ。 

 

【ＮＨＫ】 

すいません、たびたび、ＮＨＫです。関連して学校再開、前倒し検討というのは今後議論があるの

をお待ちしますけれども、前倒ししたとしても家庭におじいちゃん、おばあちゃんがいるとか、お母

さんが妊娠しているとかで、やはり登校には慎重になりたいご家庭は常にいらっしゃると思いますけ

れども、そういった家庭が、仮に６月に再開したとしても休みたいという場合は、これは出席の扱い

とか柔軟に判断するなどの配慮はなされるのかということと、ちょっと変わりますが、９月入学議論さ

れていることについて、市長、教育委員会から何か、今、どういうふうに思われているか、ご意見  

あればお聞かせください。 

 

【市長】 

これは、教育委員会の方から答えてもらいたいと思います。局次長、お願いします。 

 

【教育局次長】 

お答えいたします。まず一点目のご質問に関しましては、学校が再開したといたしましても、当然 

そういったご不安がある方っていうのはいらっしゃるということは、当然ありうるべきことだと思ってお

りますので、そういったご家庭に対して不利にならないような出席の取り扱いであるとか、100％  

授業に出席する場合と同じとまでは、多分に言い切るのは難しいところはありますけれども、家庭 

学習のフォローなりということを考えていく必要があるというふうに認識しております。それが一点目

であります。 

二点目の９月入学に関して、かなり大きなお話でありますので、事務的にお答えするのも適当では

ないかもしれませんけれども、私どもとしては政府のご議論がどうあろうと、これから５月、６月、７月、

８月の間の子どもの学習を保障することは重要と考えておりますので、そういったご議論があった 

場合に対応できるような準備を進めつつも、とにかく現在の子どもたちの学習を保障するということ

も引き続き行っていく必要があると、そのように考えております。以上です。 

 

【ＮＨＫ】 

９月入学について、市長からもコメントを。ご意見、９月入学について市長からも・・・ 

 

【市長】 

いろんな考え方があろうと思います。しかし、現場に近ければ近いほど、考え方は分かるけれども
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実際、運用にはある程度の時間がかかるというふうに思っています。そう簡単なことではないという

ふうに思います。私自身、20代の頃に留学させていただいたときに、やっぱり我々が４月入学、３月

卒業で、そしてヨーロッパの方が 10月だったので、すごく不便に感じたんですね。 

ただ、それだけの場合ではないですね。例えばオーストラリアなんていうのは２月、３月が入学なの

で、一律にグローバルスタンダードと言っても、いろんなパターンがあろうかと思います。それよりも、

もっと現場が混乱しないような慎重な議論で、コロナという社会的な大きな出来事があったから、 

それは追い風にはなるのだろうけれども、しかし、それをもって乱暴に今年から９月入学ということは、

なかなか、慎重になるべきだなというのが私の考え方であります。 

 

【司会】 

その他、いかがでしょうか。はい、日刊工業さん、どうぞ。 

 

【日刊工業】 

先ほどもちょっとお話がありましたが、今、非常にテレワークなんかでパソコンは売れているそうです

が、行政の電子化っていうのは、かなり急務だというふうに、かなり急務である、加速化する必要が

あるというふうにいわれているんですが、その辺のお考えはどうですか。 

 

【市長】 

おっしゃるとおりだろうと思います。これも担当局長から答えてもらいますが、ピンチはチャンスです

ので、今回のことを一つのきっかけにして、デジタル化に向けてさまざまなハード、ソフトの整備を 

していかなければいけないなという問題意識はあります。総務局長、補足をお願いします。 

 

【総務局長】 

総務局長の吉井と申します。われわれはコロナの感染拡大の前にテレワークのロードマップってい

うのを作成いたしまして、それを順番に進めてきたわけですけれども、ここにきてコロナの感染拡大

があって、在宅勤務とかテレワークということで急にやることになったものですから、先ほど市長の方

からもピンチはチャンスにということが、お話ありましたけれども、今回のことを見て、テレワークの 

ロードマップについても当然見直しをしなきゃならないし、それまで一番課題であった個人情報の

問題、持ち出しとかセキュリティーの問題、ここら辺が、コロナがあってなかなか難しい部分があるん

で、この辺をどう克服していくかということを早急に検討していかなきゃいけないという問題意識を 

持っております。以上です。 

 

【司会】 

よろしいでしょうか。それでは 50 分超えましたので、もしあれば最後の１問とさせていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。 

それでは、すいません。ここで、最後に市長の方からメッセージをお願いいたします。 
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【市長】 

私から一言申し上げますが、どう自粛と向き合っていくかということはとても市民一人ひとりの意識、

静岡市民の民度が問われることだと思いますけども、私は、「異論を許し差別を許すな、異論を許

して差別は許すな」と、こういう考え方で臨んでいきたいと思います。 

今、自粛警察というような動きもあって、そして、それがまたいろいろなフリクションを生んでいるとい

うのは、ご承知のとおりです。今日、毎日新聞の 11 面の『論点』、『オピニオン』で、京都大学の  

佐伯教授はじめ三人の識者がそのことについて考え方を述べていて、とても参考になりました。 

その中の一人の慶應義塾の山元は、私の高校、大学の同級生であり、よく知っている友人なわけ

ですが、彼がこの「異論を許し、差別を許すな」という見出しの中で考え方を述べています。すごく

参考になりました。ヤマゲン、ヤマゲンって僕は言っているんですけどね。ヤマモトの元が元気の 

元なので、フランス憲法の学者ですけれども、フランスと日本って違うんですね。フランスはウワーッ

とロックダウンして、それに従わなければ罰金を取るっていうところまでやったわけですね。それに

対して私たちは、緩やかなわけですね。それは戦前の治安維持法等々での反省から、主権はなる

べく尊重しながら要請という形になっているわけでありますけども、これでやり遂げられた日本人と

いうのは見事だなというふうに思っております。 

そういう中で、静岡市民もお互い、いろんな意見があるということは許し合おう、とりわけ医療の最前

線で頑張っている皆さんに対しては、ぜひぜひ、その人の立場に立っていただきたいということを

お願いいたします。今回のエール静岡の応援金も、実はそういう意味があります。制限をするので

はなくて、どこかの業種で切るのではなくて、広く薄くだけど、みんなでこの難局を乗り切っていこう、

こういうときこそ協力とか連携とか助け合い、支え合いという、お互いの立場を許し合う、そして、  

励まし合うというマインドが必要なんだということであります。差別は絶対にしてはならないということ

を私から繰り返しのお願いでありますが、医療従事者の皆さんや家族が差別的な目に遭い、   

悲しい思いをすることがないよう、市民の皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。 

また医療従事者の皆さんが最前線、頑張っていることによって感染拡大に大変な成果を挙げてい

るということを、私からも感謝を申し上げたいと思います。 

最後に一言、ごあいさつさせていただきました。 

 

【司会】 

ありがとうございました。以上で記者会見の方を終了させていただきます。 

次回の記者会見は５月 26 日、火曜日、午前 11 時からを予定しております。よろしくお願いいたし

ます。本日は、ありがとうございました。 


